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近年，世界的な人口増加や経済成長に伴い水資源の不足が深刻な問題となっており，造水コストの低

減が求められている．既存の海水淡水化技術に変わる新たな方法として容量性脱イオン法（CDI）の研

究が進められている。CDI とは海水中の一対の電極間に電圧を印加することで電極表面へ海水中のイ

オンを吸着する方法である．また，電極を短絡することで吸着したイオンは脱着され電極が再生され

る．この際に流れる電流は回生することできるため CDI は既存の技術と比較して省エネルギーな方法

であると考えられている．CDI の脱塩性能には使用する電極の性能が大きく影響するが電極構造が脱

塩性能に与える影響は完全に解明されていない．また，電極反応の発生に伴う脱塩効率の低下および電

極寿命の劣化といった課題が残っているのが現状である．そこで本研究では，様々な電極を使用し実験

を行うことで CDI の脱塩性能に電極が及ぼす影響を調査した．また絶縁体被膜を施した電極でイオン

を吸着することが出きれば，電極反応を発生させず脱塩を行えるのではないかと考え，絶縁体被膜電極

を用いた脱塩の可能性についても検証した． 

電極には構造の異なる導電性の電極および電極基板である銅板表面を絶縁性の高分子材料で被覆した

絶縁体被膜電極を使用した．電極性能は，電極を挟み込んだ実験セルに NaCl 水溶液を循環させ，電圧

を印加した際の電気伝導度の経時変化および実験回路に流れる電流値を測定することで評価した．電極

の構造は SEM 画像の観察および窒素吸着等温線の解析による細孔分析により評価した． 

 脱塩性能は電極の表面積が大きな電極がより高い性能を示す傾向が得られた．これは表面積の大きな

電極の方がイオン吸着サイトをより多く有するためであると考えられる． 

 絶縁体を被膜した電極では多孔性のポリフッ化ビニリデン（PVDF）を被膜した電極（IE-PVDF-50）

のみ脱塩性能を示した．これは PVDF が高い比誘電率を有し，また多孔質な構造のため大きな表面積

を持つためではないかと考えられる．IE-PVDF-50 では 30 V の電圧印加に伴い電気伝導度は減少した

が，絶縁体被膜を施していない電極（E-Cu）に 30 V の電圧を印加した際には電気伝導度が上昇する現

象が確認された．また，二つの電極の電流効率を測定したところ，IE-PVDF-50 は 13.3 %，E-Cu は

1.0 %であった．これらの結果から IE-PVDF-50 による電気伝導度の減少は電極基板である銅板表面へ

のイオンの吸着ではなく，PVDF 表面へのイオンの吸着である可能性が考えられる． 
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